
地震ニモマケズ、津波ニモマケズ

みんなのチカラをひとつに

スマトラ沖大地震
～力強く生きる人々～
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みんなのチカラをひとつに
戦争、紛争、自然災害、環境破壊、人権侵害、

教育システム、少子・高齢化社会……。

地球上で進行するさまざまな問題。

その問題に地道に取り組む日本のNPOがいます。

そして彼らを支える市民の存在。

パワーボールは、

個人・企業・NPOによる社会貢献活動の情報発信媒体として、

世界の「現場」を伝えます。

支 援 活 動

市民による社会貢献活動
（寄付・ボランティア・物品寄贈）

NPO

企 業個 人

支援活動情報
の発信

NPO情報・
ボランティア情報
の提供

社会貢献活動
の広報支援
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日
本
経
団
連
は
86
年
と
89
年
の
２
回

に
わ
た
っ
て
、
欧
米
に
現
地
の
社

会
貢
献
活
動
を
調
査
す
る
「
社
会
貢
献
ミ

ッ
シ
ョ
ン
」
を
派
遣
し
た
の
で
す
が
、
そ

の
際
、
ア
メ
リ
カ
に
は
所
得
の
１
％
や

３
％
を
社
会
貢
献
活
動
の
た
め
に
拠
出
す

る
「
パ
ー
セ
ン
ト
ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
こ
と

を
知
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
精
神
を
日
本

で
も
広
め
よ
う
と
、
１
９
８
９
年
11
月
に

設
立
さ
れ
た
の
が
経
団
連
１
％
（
ワ
ン
パ

ー
セ
ン
ト
）
ク
ラ
ブ
で
す
。

ク
ラ
ブ
に
加
盟
し
て
い
る
法
人
会
員
は

経
常
利
益
の
１
％
以
上
、
個
人
会
員
は
可

処
分
所
得
の
１
％
以
上
を
寄
付
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
ま
す
。
２
０
０
５
年
７
月
ま

で
に
、
法
人
会
員
２
６
６
社
（
経
団
連
全

加
盟
企
業
の
約
20
％
に
相
当
）、
個
人
会

員
１
０
６
７
名
を
抱
え
る
ク
ラ
ブ
に
成
長

し
ま
し
た
。

経
団
連
は
１
％
ク
ラ
ブ
の
事
務
局
を
務

め
て
い
ま
す
が
、
そ
の
役
割
は
大
き
く
分

け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
N
P
O

情
報
の
発
信
。
事
務
局
が
発
行
し
て
い
る

「
１
％
ク
ラ
ブ
ニ
ュ
ー
ス
　
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
N
P
O
（
非
営
利
団

体
）
な
ど
が
主
催
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
コ

ン
サ
ー
ト
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
発
信
し

て
、
企
業
に
寄
付
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参

加
を
促
し
て
い
ま
す
。
２
つ
目
は
災
害
時

に
お
け
る
企
業
寄
付
の
呼
び
か
け
で
す
。

新
潟
県
中
越
地
震
や
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
を

は
じ
め
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
際
は
、

企
業
に
現
地
の
状
況
や
N
P
O
の
活
動
情

報
を
提
供
し
な
が
ら
寄
付
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。
２
０
０
１
年
に
起
き
た
米
国
の

９
・
11
テ
ロ
の
際
に
は
、
企
業
か
ら
の
寄

付
を
経
団
連
を
中
心
と
す
る
経
済
界
が
取

り
ま
と
め
て
、
犠
牲
者
の
遺
族
の
方
た
ち

に
お
贈
り
し
ま
し
た
。
最
後
は
企
業
の
社

会
貢
献
担
当
者
と
N
P
O
を
結
び
つ
け
る

場
の
提
供
で
す
。
経
団
連
の
社
会
貢
献
推

進
委
員
会
の
中
に
、
社
会
貢
献
担
当
者
懇

談
会
が
あ
り
ま
す
。
各
企
業
の
担
当
者
が

集
ま
っ
て
、
社
会
貢
献
や
寄
付
に
関
し
て

意
見
交
換
を
し
た
り
、
国
内
外
の
N
P

O
／
N
G
O
（
非
政
府
組
織
）
関
係
者
を

招
い
て
、
最
新
の
動
向
を
フ
ォ
ロ
ー
し
た

り
し
て
い
ま
す
。

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
の
際
も
、
経
団
連
が

中
心
に
な
り
、
日
本
商
工
会
議
所
や
経
済

同
友
会
と
協
力
し
て
、
義
援
金
の
募
金
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
寄
せ
ら
れ

た
募
金
は
全
て
日
本
赤
十
字
社
に
寄
付
し

て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
か
ら
新
た
に
ジ

ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
緊
急
支

援
N
G
O
の
連
合
体
　
P
19
参
照
）
を
寄

付
の
支
援
先
に
加
え
ま
し
た
（
２
億
６
５

０
０
万
円
の
資
金
を
提
供
）。
私
は
６
月

に
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
調

査
団
に
参
加
し
ス
リ
ラ
ン
カ
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
に
赴
き
、
現
地
で
の
支
援
が
き
ち
ん

と
行
わ
れ
て
い
る
か
調
査
し
て
き
ま
し

た
。
帰
国
後
、
企
業
と
N
G
O
の
双
方
に

経
団
連
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
ス
マ
ト
ラ

沖
地
震
に
対
す
る
寄
付
金
が
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
、
ど
う
役
に
立
っ
た
か
と
い
う
報

告
会
も
開
き
ま
し
た
。
以
前
は
「
N
G
O

に
寄
付
し
て
大
丈
夫
か
」と
い
う
理
由
で
、

国
連
機
関
や
赤
十
字
に
寄
付
を
す
る
企
業

が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
自
社
が

出
し
た
お
カ
ネ
が
き
ち
ん
と
使
わ
れ
て
い

る
の
か
把
握
し
な
が
ら
、
支
援
先
を
決
定

し
て
い
る
よ
う
で
す
。

C
S
R（C

orporate
SocialRespon-

sibility

＝
企
業
の
社
会
的
責
任
）
と
い

う
言
葉
を
よ
く
聞
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
企
業
の
社
会
貢
献
は
「
も
う
か
っ
た

か
ら
や
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
す

よ
ね
。
大
事
な
の
は
、
広
い
視
野
で
一
人

よ
が
り
に
な
ら
ず
に
、
何
ら
か
の
か
た
ち

で
社
会
に
貢
献
を
す
る
と
い
う
意
識
を
持

つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
頃
の
ビ
ジ
ネ

ス
活
動
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
社
会
貢
献

と
い
う
名
の
も
と
に
、
ふ
だ
ん
な
か
な
か

接
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
な
い
社
内
外
の

人
々
と
広
く
交
流
を
深
め
る
。
そ
う
し
た

活
動
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が
、
結
果
的
に
社

内
の
風
通
し
が
良
く
、
不
祥
事
も
起
こ
さ

な
い
企
業
体
質
を
作
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
社
会
貢

献
活
動
は
企
業
戦
略
に
な
る
と
言
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

企
業
は
N
P
O
と
の
交
流
や
独
自
の
研

究
を
通
じ
て
、
か
な
り
の
知
識
を
蓄
積
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
製
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
開
発
す
る
際
も
、
信
頼
で
き
る
N
P
O

の
話
を
聞
く
企
業
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

な
か
な
か
１
対
１
の
関
係
を
長
期
的
に
築

く
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
企
業

と
N
P
O
が
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
パ
ー
ト
ナ

ー
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
社
会
貢

献
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
経
団
連
と

し
て
も
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

P B 特 別 イ ン タ ビ ュ ー●POWER  B A L L  S p e c i a l I n t e r v i e w

Kanji Hayashi

●社会本部　企業・社会グループ長

1979年経団連事務局入局。国際協力本部北東アジア・
ロシアグループ長、（財）経済広報センター国内広報部長
を経て、2004年4月 社会本部企業・社会グループ長兼人
材育成グループ長。この間、韓国の全国経済人連合会
（全経連）、米ニューヨークのアジア・ソサエティなどに出向。

林 寛爾氏

企業とNPOの橋渡し的な存在でありたい

（社）日本経済団体連合会（日本経団連）
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15 S

死者／31,229人
行方不明者／5,637人

スリランカ（P.10）

死者／128,645人
行方不明者／37,063人

インドネシア（P.14）

死者／5,395人
行方不明者／2,932人

被災者情報出展：国際赤十字・赤新月社連盟
「TSUNAMI - FACTS AND FIGURES」、

WHO、ReliefWebほか

タイ（P.6）
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スマトラ沖地
震大特集

～力強く生きる人々～

地震ニモマケズ、
津波ニモマケズ
2004年12月26日早朝。全ては一瞬の出来事だった。

インド洋スマトラ島沖で発生したマグニチュード9.0の大地震は、

巨大な津波となって周辺諸国の沿岸部を次々と襲い、

その波はアフリカにまで到達した。人間、家畜、家屋、自動車、漁船、木々や花々。

突如出現した津波はあらゆるものを容赦なく飲み込み、人々の生活を破壊していった。

自然の恐ろしさの前にあまりにも無力だった人間。

我々はこの津波で何を失い、何を学び得たのだろうか。

地震発生から半年が過ぎたタイ、スリランカ、インドネシアの現状を追いながら、

現地で力強く生きる人々の姿を通じて、その答えをさぐる。
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コ
ン
テ
ナ
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
政
府
か
ら

寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
死
体
収
容
の
た

め
に
使
わ
れ
て
い
た
。
い
ま
だ
に
身
元

が
判
明
せ
ず
D
N
A
鑑
定
を
待
つ
死
体

や
、
タ
イ
に
渡
っ
て
来
た
ビ
ル
マ
人
の

死
体
な
ど
約
１
３
０
０
体
が
冷
凍
保
存

さ
れ
て
い
る
。
ビ
ル
マ
人
は
不
法
就
労

目
的
で
移
住
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い

た
め
、
今
回
の
震
災
で
は
死
者
と
し
て

ほ
と
ん
ど
数
え
ら
れ
て
い
な
い
。

隣
接
す
る
敷
地
に
は
、
各
国
の
犠
牲

者
の
た
め
の
献
花
台
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
数
の
多
さ
が
、
国
際
的
な
観

光
地
で
あ
る
プ
ー
ケ
ッ
ト
の
被
害
を
物

語
っ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
は
特
に
犠
牲
者
が
多
く
、
そ
の
献
花

台
に
は
、亡
く
な
っ
た
人
々
の
写
真
と
一

緒
に
多
く
の
花
が
添
え
ら
れ
て
い
た
。

パ
ン
ガ
ー
県
北
部
に
位
置
す
る
ク
ラ

ブ
リ
ー
港
。
S
V
A
は
こ
こ
で
仮
設
図

書
館
を
運
営
し
て
い
る
。
港
付
近
は
い

か
釣
り
で
生
計
を
立
て
る
ビ
ル
マ
人
の

居
住
地
域
だ
が
、
意
外
に
も
津
波
の
被

バ
ン
コ
ク
か
ら
プ
ー
ケ
ッ
ト
へ
向
か

う
飛
行
機
の
中
は
、
旅
行
客
で
混
み
あ

っ
て
い
た
。

「
津
波
か
ら
半
年
以
上
も
経
っ
て
い
る

し
、
観
光
客
の
足
も
徐
々
に
戻
っ
て
き

て
い
る
の
か
な
？
」

そ
ん
な
楽
観
的
な
考
え
が
一
瞬
浮
か

ん
だ
が
、
混
雑
の
理
由
は
航
空
便
の
数

が
減
っ
た
た
め
だ
っ
た
。

津
波
前
に
は
１
時
間
に
１
本
飛
ん
で

い
た
飛
行
機
は
、
今
で
は
２
〜
３
時
間

に
１
本
飛
ぶ
か
ど
う
か
ら
し
い
。

プ
ー
ケ
ッ
ト
空
港
に
到
着
後
、
島
の

南
に
集
中
す
る
リ
ゾ
ー
ト
地
へ
向
か
う

観
光
客
を
横
目
に
、
北
を
目
指
す
。
車

で
１０
分
ほ
ど
走
る
と
、
車
道
の
左
側
に

ア
ル
ミ
製
の
大
き
な
コ
ン
テ
ナ
が
並
ん

で
い
る
の
が
見
え
た
。
少
な
く
見
積
も

っ
て
も
２０
台
は
あ
る
だ
ろ
う
。
正
午
の

強
い
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
光
を
放
つ
コ

ン
テ
ナ
か
ら
は
、エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
の

よ
う
な
鈍
い
機
械
音
が
響
い
て
い
る
。

国
際
的
な

観
光
地
を
襲
っ
た
悲
劇

津
波
の
盾
と
な
っ
た
島
々

国際的に有名な観光地であるタイ・プーケットには、

地震当日、クリスマス休暇を過ごす外国人が数多く滞在していた。

5千人を超す犠牲者の半数近くが外国人だと言われている。

メディアの注目がプーケットに集中する中、

シャンティ国際ボランティア会（SVA）は、

そのすぐ北に位置するパンガー県で緊急支援を開始した。

現在は、こどもたちを対象とした

仮設図書館や移動図書館を運営している。

こ
ど
も
た
ち
の
輝
く
瞳

タ
イ
・
パ
ン
ガ
ー
県

パンガー県

プーケット

カオラック

クラブリー港ラ島

プラトーン島

1

タイ・パンガー県
周辺 MAP


